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多くの放流区が浮泥の堆積、高塩分の影響等で５月までに斃死

2018年度放流アゲマキの生残率（2019年度調査結果）
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多くの放流区
が5月までに
斃死

中東部の干潟域では、1－３月にかけて浮泥
が堆積し、放流区画が埋没した。

「住之江」の区画の様子
浮泥が堆積し、被覆網が埋没している。

放 流 区 画

10～15㎝

被覆網
の表面

●その他要因

・区画の損壊 （南川副）
・高塩分による影響（たら、その他）



（参考）アゲマキ稚貝（放流サイズ8mm）への高塩分の影響

野間ら（2019）：有明海牟田干拓地先におけるアゲマキ種苗放流群の生残率が低下する要因

・2-5月の期間で月間降水量が137.5mm/月に達していない月があると生残率が低下
・塩分耐性試験ではアゲマキ稚貝を塩分30の海水でおよそ１カ月飼育すると、生残率が32%まで低下
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５月以降生残率は安定していたが、豪雨以降徐々に生残率は低下

2019年度放流アゲマキの生残率（2020年度調査結果）
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（殻長8㎜放流の生残密度の推移）

5～7月にかけて急激に減少
→過密により生残密度が減少

8月の記録的豪雨により海域が低塩分化し、
秋季から冬季にかけ斃死

2021年

2020年度放流アゲマキの生残率（2021年度調査結果）
生
残
密
度



2022年（2021年生産）の生残状況

密度低下、斃死している？ 2022年は豪雨無し→低塩分よりも 底質が影響したか？

底質表層の酸揮発性硫化物（AVS）の濃度

地先 AVS（mg/g乾泥） 観測月

東与賀 0.02～0.21 4～9

浜 0.13～0.84 5～9

七浦 0.18～0.61 4～9

牟田 0.02～0.24 4～10

2008-2011の放流時のAVSと放流から30日後の発見率

（津城ら2013より）

→継続調査では夏でも0.3mg/gを超えない

→底質悪化？

・5月頃までは比較的低いが、7月以降高い

0.2～0.3mg/gを超えると
斃死リスク高い？

AVSが高い：有機物が多い

耕耘等で底質改善を検討

2021年度放流アゲマキの生残率（2022年調査結果）



・取上げ再移植および耕耘試験

方法：高密度に生残した区画から一度取上げ移植（2023年.5月）
試験区：①耕耘あり区画、②耕耘なし区画（n=4ずつ）
移植密度：300個/㎡
場所：鹿島市浜地先（地盤4.0m）

鹿島浜で実施

結果：・移植から1ヵ月後に、両試験区とも大幅に生息密度低下
・8月までの成長・生残は耕耘した区画が良好
しかし、どちらの試験区も9月に全滅

→食害の影響が示唆された

試験区ごとの生息密度の推移

2022年度移植アゲマキの生残率調査（2023年度調査結果）

耕耘器具

船で曳航



方法：前述の試験と同一の稚貝をオレンジカゴに収容
試験区：基質①耕耘あり、②耕耘なし、③ベントナイト
収容密度：30個/カゴ

強固な食害対策をすれば、9月の時点でも半数以上生残し、成長も良好
→しかし、11月に耕耘なし区でのみ大量減耗（原因不明）

生残低下！

2022年度カゴ移植アゲマキの生残率（2023年度調査）



2019-2022年放流および移植アゲマキの推定される主な減耗要因

年 高塩分 低塩分 底質悪化 浮泥堆積 食害 備考

2019 〇 〇 〇 2018-2019少雨、8月豪雨

2020 〇 〇 ７月豪雨

2021 〇 ８月豪雨

2022 〇 豪雨なし

2023 △
△

1歳貝×

0歳貝〇

〇 〇 〇 ７月豪雨

近年、以前と比べ、少雨による高塩分化、豪雨による低塩分化、底質の悪化、
食害によると推定される減耗が目立ってきている。



主な斃死要因と対策

斃死要因 対策

少雨による高塩分化
・高塩分になりにくい河口域に放流・移植
・放流地拡大によるリスク分散

豪雨による低塩分化

・過度な低塩分になりにくい低地盤高への放流および移植
・小型サイズ（殻長6cm程度）で出荷
（理由：低塩分ストレスに比較的強いと思われる0歳貝で豪雨シーズンを乗り
越え、低塩分ストレスに比較的強いと思われる1歳貝で迎える豪雨シーズン前
に出荷）
・放流地拡大によるリスク分散

底質悪化 ・カゴの中の耕耘による底質改善

浮泥堆積 ・定期的な浮泥除去

食害（エイ等） ・カゴへの収容による強固な保護（手間がかかる）

今後、上記対策を実施するにあたり、主目的をこれまでの大規模で粗放的な
母貝集団創出から、小規模で手間をかけた小型サイズ養殖技術開発に変更
※小型サイズ養殖でも１回は産卵するので、副次的には母貝集団創出にもなる



福岡県・佐賀県の連携

佐賀県 福岡県稚貝提供

親貝提供

情報交換

今後も連携し、養殖技術の開発や母貝集団の創出に取り組む



ウミタケ





着底促進漁場位置

C1(盛土)

C3（盛土）

塩分測定地点
（佐-1）

3月に着底促進漁場などの生息状況調査を実施



早津江川筋漁場造成地点（C1,C3）の平均生息密度の推移

7月豪雨＋小潮による底層
の低塩分化（7/12 塩分6.1）

17年ぶりに漁が復活
漁期最終日（6月末）でも多く
のウミタケが確認されていた

7月豪雨＋小潮による
底層の低塩分化（7/16 塩分9.8）

8月豪雨による
底層の低塩分化（8/20 塩分25.7）

8月豪雨+小潮による
底層の低塩分化
（9/5 塩分27.6）

豪雨＋小潮により底層が低塩分化したタイミングで減耗している可能性

９，10月の親貝調査（早津江川筋、
白石沖）で親貝を確認できず



2023年浮遊幼生調査

→9、10月の主要漁場の調査では親貝が確認できなかったにもかかわらず、多くの浮遊幼生を確認

→過去の事例と同様に、周辺地域から浮遊幼生が佐賀県海域に供給された可能性
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